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図書館の活動

京都大学学術情報リポジトリ　紅（KURENAI）
　京都大学学術情報リポジトリ（Kyoto University Research Information Repository: KURENAI）は、京都大学内で生
産された知的生産物（学術雑誌掲載論文、学位論文、プレプリント、科学研究費報告書、COEプログラム研究成果、講義資
料・教材、学会発表資料などの学術情報）を電子的に蓄積し、誰もが無料で読めるようにWeb上で公開するものです。
　公開した研究成果は、Google Scholar等のサーチエンジンを通して世界中から検索可能となり、より多くの研究者の目にふ
れ、研究活動の視認性を格段に高めます。ある調査によると、無料オンライン公開された論文は、そうでない論文に比べて多く
の研究者の目に触れるため、５．６倍多く引用されるという統計結果が報告されています（物理学分野）*。
　人間・環境学研究科からは、個々の学術雑誌に掲載した論文（Journal Articles）、名誉教授の論文の他、『言語科学論集
（Papers in Linguistic Science）』がすでにリポジトリで公開されています。今後発行予定の『紀要』、学位論文、本誌『かり
ん』も公開される予定です。
　詳細は、京都大学学術情報リポジトリ KURENAI 
(http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/) をご覧
ください。
　
Q.リポジトリ登録しようとする論文記事が、既に他の学術雑
誌に掲載されている場合、どうなりますか?
A.学術雑誌に掲載された論文は、多くの場合、Copyright 
Transfer契約や投稿規程で出版社に著作権が譲渡されて
います。
SHERPA/RoMEO Project によれば、Elsevier, Springer, 
Blackwellなど大手出版社を含む94%の学術雑誌は論文を機関のサーバから無料で公開することを認めていますので、その
場合は改めて許諾を得ることなく、登録することができます。ただし多くの場合、出版社がレイアウトした出版社版ファイルの登
録は認めていないため，著者の手元にある著者最終版ファイルを登録することになります。学会や出版社が著作権を持つ場合
で、論文を機関のサーバから無料で公開することを認めていない場合は、学会や出版社から許諾を得るために交渉すること
になります。
　細かい許諾条件等、出版社に関する権利処理については附属図書館で確認します。

＊ Stevan Harnad. Comparing the Impact of Open Access（OA）vs. Non-OA Articles in the Same Journals. D-Lib 
Magazine, v.10, no.6（June 2004）

「かりん：京都大学人環・総人図書館報」
【表紙】 「ヘルツェル社製 直観式語学教育用掛図　第１シリーズ　春」発行元：ウィーン,  Ed. ヘルツェ
ル. 発行年：1885年. （Hölzel’s Wandbilder für den Anschauungs- und Sprach-Unterricht. Wien, 
Ed. Hölzel, 1885.）　人環・総人図書館所蔵。
近代教育掛図の高精細電子画像は、「京都大学電子図書館　貴重資料画像」で公開　
　 URL　http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/kakezu/list/list_1-01.html 
【声】 利用者の皆様からの図書館への思いや意見のコーナーです。
【論文・レポートのために】　論文・レポート作成のために知ってほしいことや参考になる情報を、指導され
る教員の方 に々ご執筆いただきます。論文のテーマ設定、情報収集、先行文献の読み方、文章の書き方、
引用、お薦めの図書・資料・情報、便利ツールなど、長年の豊富な経験に基づいた有用な情報が盛りだくさ
んです。細部では専門分野により異なる点がありますが、共通する点もあり論文執筆のヒントになります。
【自著を語る】　教員の方々の著作物について、著者本人でなければわからない発行前と後の情報を
ご執筆いただきます。執筆のきっかけや思い、発行後の反響、進展や波及状況、今後の予定、関連図書
等について語っていただきます。表紙の画像は出版社の許可を得て掲載しています。
【投稿】　利用者の皆様からの投稿のページです。図書や図書館に関する情報、勉学に役立つ有用な
情報等を発表する場です。今回は、前誌『バベルの図書館』12（2）の記事の続編です。

※『かりん』の創刊に伴い、『バベルの図書館』は終刊いたしました。1996年7月から2008年3月の第23号
まで長らくご愛読いただき、ありがとうございました。『かりん』は『バベルの図書館』の雰囲気や特色を生
かしつつ、今まで以上に、人環･総人図書館を理解し活用していただくための情報をご提供いたします。
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図書館統計
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蔵書冊数 
（平成20年3月末現在）

学部生
院　生
教職員
その他
計

143,554人
28,514人

4,134人
1,672人

177,874人

（59.3％）
（33.8％）
（6％）
（0.9％）
（100％）

43,317冊
24,706冊

4,361冊
685冊

73,069冊*

585,241冊
（和書） 313,200冊
（洋書） 272,041冊

全学共通教育学生（１・２回生）
総合人間学部学生
人間環境学研究科学生
教職員

5,940人
575人
712人
272人

利用対象者数 
（平成20年5月1日現在）

入館者数
平成19（2007）年度　入館・貸出

貸出冊数

学部生のうち全学共通
教育学生（１・２回生） 15,150人 （31％）22,677冊

貸出人数
貸出冊数

(合計*に対する割合)


